
２０２１年１０月２９日（金曜日）  北郷東町内会  広報紙  「きたごうひがし」   第 166 号    （月刊） 

北郷東町内会のホームページ http://www8.plala.or.jp/kitagohhigashi/  Ｅ-mail kitagohigashi＠sky.plala.or.jp 

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                            

３
回
目
は
、
前
号
に
続
い
て
会

則
を
掲
載
し
ま
す
。
町
内
会
運
営

の
基
に
な
る
も
の
で
す
の
で
、
文

字
ば
か
り
で
見
に
く
い
で
す
が

全
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

          

 

北郷東町内会会則（その２） 
－ 前号からのつづき ー 

（役 員） 

第７条 本会に、次の役員を置く。 

・ 会長   １名   ・ 副会長  若干名  ・ 監事   ２名 

・ 部長   ８名   ・ 副部長  若干名 

（役員の選出） 

第８条 会員から、会長、副会長、監事及び部長の各役員を役員選考委員会におい

て選出し、総会に諮り承認を得なければならない。 

※役員は役員選考委員会で選出することとなっている。役員選考委員

会の規定は第 25条で定めている。 

２ 副部長の選出は、各部長が適任者を会長に推薦して、会長の任命を受けなけれ

ばならない。 

※役員である副部長は、各部長が推薦することとなっている。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は２年とし、欠員補充の場合はその残任期間とする。 

２ 役員は、辞任又は任期満了の後においても後任者が就任するまでは、その職務

を行うこととする。 

（役員の任務） 

第 10 条 本会の役員の任務を次の通り定める。 

(1) 会長は、本会会務の総括の任にあたる。 

(2) 副会長は、会長を補佐し会長に事故があるときは、会務の総括を代行するとと

もに、各部の業務を適時に分担し、適正且つ円滑なる事業推進の任にあたる。 

(3) 部長は、第６条に規定する業務の総括の任にあたる。 

(4) 副部長は、部長を補佐し、部長に事故あるときは業務代行 

(5) 監事は、次に掲げる業務を行う。 

ア 本会の会計及び資産の状況を監査すること。 

イ 会長、副会長及びその他の役員の業務執行の状況を監査すること。 

ウ 会計及び資産の状況又は業務執行について不正の事実を発見した時は、それ

を総会に報告すること。 

エ 前号の報告をするため必要があると認めるときは、総会を招集すること。 

（顧問・相談役） 

第 11 条 本会に、顧問、相談役を置くことができる。 

ただし、会長は役員会に諮り、３分の２以上の同意を得て、委嘱するものとする。 

（区役員） 

第12条  各区は、次の役員を選出する。その任期は１年とし、欠員補充の場合はそ

の残任期間とする。ただし、本稿規定は、各区の会則等による役員選出等の規定を

妨げるものではない。 

・区長  １名  ・副区長 １名  ・区女性代表 １名  ・班長 各区の班相当人員 

（区役員の任務） 

第 13 条 区役員の任務を次の通り定める。 

(1) 区長は、町内会の業務に参画の他、区内の業務を総括する。 

(2) 副区長は、区長を補佐し区長に事故あるときは、区内業務の総括を代行する。 

(3) 区女性代表は、区内の業務に参画の他、第６条に規定する女性部の業務に参

画し援助と協力をする。 

(4) 班長は、区内の業務に参画の他、班内業務を総括する。 

（会 議） 

第 14 条 総会は、本会の最高議決機関であり、会員のみをもって構成する。 

２ 定期総会及び臨時総会は、会員総数の過半数の出席者（委任状提出者を含

む） をもって成立する。 

３ 臨時総会は、次の各号の 1に該当する場合に開催する。 

 （1）会長が認めたとき。 

 （2）会員総数の 3 分の 1以上の要求があったとき。 

 （3）第 10 条第 5号エの規定により監事から開催の請求があったとき。 

４ 三役・部長会、役員会等は必要の都度、会長が召集する。 

５ 各議事の決定は出席者の過半数をもって成立する。 

（総会の委任） 

第 15 条 総会においてあらかじめ通知された事項について書面をもって表決を明

らかにし、又は、他の会員を代理人として表決を委任することができる。 

（総会の決議事項） 

第 16 条 総会は、次の事項を議決する。 

（１）事業報告・決算報告の承認 

（２）事業計画・予算の承認 

（３）資産の管理状況の承認 

（４）会則の改正 

（５）役員の選任 

（６）地方自治法第２６０条の２に定める許可に関すること 

（７）その他本会の重要事項に関すること 

 

ここに文字を入力 

（総会議事録） 

第 17条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成する。 

（１）日時及び場所 

（２）会員の現在数及び出席者数 

（３）開催目的、審議事項及び議決事項 

（４）議事の結果の概要及びその結果 

（５）議事録署名人の選任に関する事項 

２  議事録には、議長及び議事録署名人二人以上が署名押印しなければならない。 

（資産の構成） 

第 18条 本会の資産は、次の各号にあげるものをもって構成する。 

（１）別に定める財産目録の資産 （２）会費 

（３）寄付金 （４）活動に伴う収入 

（５）資産から生ずる果実 （６）その他の収入 

（資産の管理） 

第 18 条の２  本会の所有する資産に関する収入及び支出について、必要あると

きは、特別会計を設けることができる。 

２ 前項の規定により特別会計を設けるとき、又は、資産を取得し、若しくは処分す

るときは、総会の議決を経なければならない。 

（経 費） 

第 19 条 本会運営に係る経費は、会員及び賛助会員の会費若しくは寄付金又は

事業収益金をもって充てる。 

（会 費） 

第 20条 本会の会費を次の通り定める。 

（１）会員は、１世帯月額５００円とする。 

  ただし、５００円の内、１５０円は除排雪対策費(特別会計)とする。 

（２）賛助会員は、年額１万円とする。 

（３）脱会又は退会した場合における既納会費については原則として還付は行なわ

ない。 

（会計年度） 

第 21条 本会の会計年度は、毎年３月１日に始まり翌年２月末日迄とする。 

（表彰・弔慰） 

第22条 本会会則第４条に規定する目的に添う功績のあった会員等には、役員会

に諮り表彰することができる。 

２  本会会員に弔慰の事実が生じたときは、別に定める施行細則により対処する。 

（会則の変更） 

第 23条 本会会則の改廃は、総会において会員総数の 3分の 2以上の議決を得

て、かつ札幌市長の許可をうけなければ変更することができない。 

※認可地縁団体のため、会則の改正などについては、札幌市長への報

告・許可が必要となります。 

（解散及び残余財産処分） 

第 24条 本会は、地方自治法第２６０条の２０の規定により解散する。 

２  総会の議決に基づいて解散する場合は、総会員の４分の３以上の承諾を得な

ければならない。 

３  本会の解散のときに有する残余財産は、総会において総会員の４分の３以上の

議決を得て本会と類似の目的を有する団体に寄付するものとする。 

（役員選考委員会） 

第 25 条 本会会則第８条の規定に基づく、役員選考委員会は、役員選考委員(以

下「委員」という。)９名をもって構成する。 

２  委員の構成内訳は、区長から６名と役員から３名とする。 

※9名のうち 6名が区長となっている。 

３  委員の選出は、区長は区長会議において、又、役員は会長が推薦した者とする。  

４  会長は、委員を委嘱しなければならない。 

（その他） 

第 26 条 本会会則に定めるもののほか、業務運営等の関連において必要とする

事項については、役員会の議決を要する。また特別委員会の設置についても、役員

会の議決を要するものとする。 

 

（附 則）・・・省略 

③ 

今年度の総会。基本的

には書面表決で実施 
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